


議会議会からから
市長へ政策提言市長へ政策提言

　掛川市議会では、各常任委員会が1年間のテーマを定め、調査研究を進めてきました。
11月の議会報告会は、新型コロナウイルス感染拡大防止の観点から、今年度もWeb開催と
し、常任委員会の活動報告等を行い、市民の皆さんのご意見を伺いながら調査研究を進めま
した。11月定例会（政策議会）では、各常任委員会協議会を開催し、行政との意見交換等を
行い、さらに検討しました。
　これら、所管の常任委員会が調査研究の成果としてまとめた２つのテーマについて、全議
員による政策討論会で討論を重ね、「提言」として取りまとめ、令和４年３月30日に掛川市長
へ提出しました。

　今後、高齢化や人口の低密度化等により行政コストは増大するが、資源は限られ、各自治体は財源
不足や専門人材の確保が懸念される。そこで、市民生活や行政サービスの維持、更なる向上を図るた
め、近隣市町と様々な分野で連携することがより重要と考える。
　この度の、新型コロナウイルスのワクチン接種において、袋井市・森町との連携によるエコパ会場
の設置は、積極的な連携の取り組みとして実感するところである。
　広域連携において中東遠地域を掛川市が主体的に牽引することを期待し、以下のとおり提言する。

❶ 庁内に広域連携の研究会を立ち上げ、課題意識を持って取り組むこと。

❷ 市民ニーズにあったDXの推進を図るとともに広域的な視点でも検討すること。

❸ 森掛川インターチェンジを活かした土地利用と地域活性化策を広域連携も視野に検討すること。

広域連携について広域連携について広域連携について

議長から市長へ提言書を渡す 提言書の内容を市長へ説明

茶のみやきんじろう © 掛川市
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　2018年３月に掛川市子どもの貧困対策計画が策定された。子どもの貧困は、虐待や育児放棄、いじ
めなど、様々な問題につながる可能性があるとともに、教育格差によって大きな社会的損失となる恐れ
もある。これからの人口減少社会に立ち向かうためにも子どもの貧困対策は重要な課題である。また、
新型コロナウイルスの影響により、支援の必要な子育て世帯は増加傾向にある。
　掛川市としても、子どもの貧困を見逃さない体制を強化し、子どもの居場所づくりを積極的に推進し
ていくべきである。また、保護者の経済的負担軽減のため、就学援助制度についても対象者が利用しや
すくなるよう改善する必要がある。
　このようなことから、掛川市子どもの貧困対策計画改定においては、数値目標を明示した実効性のあ
る計画とし、子どもの貧困対策を充実させ、生まれ育った家庭の経済状況に関わらず、全ての子どもた
ちが未来に希望を持つ持続可能な掛川市をつくるため、以下のとおり提言する。

❶ こども家庭総合支援室に福祉職を追加配置するなど、庁内体制の強化に取り組むこと。
❷ SDGsプラットフォームの仕組みを活用し、子ども食堂や学習支援等の子どもの居場所づくりを
担うキーパーソンの育成を図ること。

❸ 子どもの居場所を運営する団体への市独自支援を検討すること。
❹ 就学援助制度の周知方法及び申請方法の改善を図るとともに、制度内容の充実に努めること。
❺ 学校指定の学用品の自由化やリユースを促進し、保護者の経済的負担の軽減を図ること。

子どもの貧困対策について子どもの貧困対策について子どもの貧困対策について子どもの貧困対策について子どもの貧困対策について子どもの貧困対策について子どもの貧困対策について子どもの貧困対策について子どもの貧困対策について

　ロシア連邦は、去る2月24日、国際的な警鐘と自重を求める声を無視してウクライナへの軍事侵
攻を開始した。これは国連憲章と国際法に違反し、国際社会の平和と安全を著しく損なう明白な侵
略行為であり、非核平和都市宣言自治体として、断じて容認することはできない。
　よって、掛川市議会は、全世界が一体となって、世界平和の実現に向け全力を挙げて取り組むよう
強く訴えるとともに、世界の
恒久平和を願い断固たる決意
でロシア連邦のウクライナへ
の軍事侵攻に強く抗議し、た
だちに戦闘を停止しウクライナ
から軍を撤退させることを強く
求める。
　以上、決議する。
　  令和４年３月９日

掛川市議会　

ロシア連邦によるウクライナロシア連邦によるウクライナ
侵攻に断固抗議する決議侵攻に断固抗議する決議全会一致で可決
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　掛川市議会では、議会及び議員活動の活性化、議会運営の効率化及びペーパーレス化に取り組
むため、昨年 10月からタブレット端末の運用を開始しました。
　議員は、６月定例会より、行政から提出される資料（一部は除く）は、原則、タブレット端末
を利用し閲覧することになります。本会議及びすべての委員会が対象であり、本格的にペーパー
レス化が進むことになります。
　今後、議会のＩＣＴ化を推進することで、さらなる会議の効率化や紙資料の削減に取り組んでい
きます。

導入目的と使用方法 導入から運用までの流れ

●ペーパーレス化
会議（本会議、委員会等）の資料をデー
タ化し、会議の効率化を図ります。

●情報共有の効率化
議員への資料提供を紙からデータと
し、紙の通知を廃止し、メールで通
知を行います。

●省資源化の推進
紙の資料を削減し、省資源化・省力
化を図ります。

●オンライン会議
Zoom 等のアプリを利用したオンライン
会議を実施します。

●その他
災害時等の緊急情報伝達や、市民への
広報広聴活動に使用します。

R4.6

• 令和４年６月定例会　本会議・委員会
にペーパーレス会議システム本格導
入（予定）本会議でタブレット端末を使用

令和４年度から タブレット端末を本格運用

R4.3

• 議会運営委員会　オンライン委員会を
開会

R4.2

• 全員協議会をペーパーレス化
• 令和４年２月定例会　本会議・委員会に
ペーパーレス会議システム試験導入

R3.10

• タブレット端末・ペーパーレス会議　
システム導入

• 掛川市議会会議規則改正
（本会議・委員会でのタブレ
ット端末の使用を規定）

• 掛川市議会委員会条例改正
（オンライン委員会の開会を
規定）

• 掛川市議会オンライン委員会
　運営要綱制定
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　地方分権時代における議会の役割と責務は増し、「市民に開かれた議会」を目指して、積極的か

つ継続的な議会改革・議会活性化に取り組んできました。

　このような中、予算決算審査の改革の発端は、予算を各常任委員会に分割付託しているのは、

議案一体の原則から問題ではないかという意識からでした。行政実例では、「予算は不可分であっ

て、委員会としての最終的審査は一つの委員会において行うべく、二つ以上の委員会で分割審査

すべきものではない」として、分割付託を認めていませんでした。

　掛川市議会は、議会改革の先進地として、これまでの審査方法を見直し、令和４年度から予算

と決算を総合的に審査する新たな手法を取り入れるため、令和３年５月、本特別委員会を設置し

ました。

　予算と決算を総合的に審査する新たな手法について議論を重ねた結果、これまで以上に監査の

意見を活用するなど、審査の充実を図るとともに、詳細な審査を行うために分科会を設置し、論

点整理を行った上で、議長を除く全議員（20人）で審査にあたることとしました。本特別委員会

の協議結果を踏まえ、令和４年２月定例会において、掛川市議会委員会条例を一部改正し、予算

決算常任委員会を設置する運びとなりました。

委員長 草賀章𠮷   

予算・決算の審査方法

予算決算審査制度検討特別委員会予算決算審査制度検討特別委員会
委員長報告（概要）委員長報告（概要）
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令和３年度一般会計補正予算（第14号）の概要

普通退職手当額普通退職手当額 
増   増     ４，５９０万円   ４，５９０万円 

農業用溜池整備事業費農業用溜池整備事業費 増増
　　　　　　　　　 5,800万円　　　　　　　　　 5,800万円

ためため

原油等価格高騰に伴う原油等価格高騰に伴う
公共施設維持管理経費 公共施設維持管理経費 増増
　  　　　　　　  　　　　　4,794万円 4,794万円 

指定管理施設営業損失補償金指定管理施設営業損失補償金
追加                       追加                       1,784万円1,784万円

生活保護扶助費   生活保護扶助費   
増  増  4,645万円4,645万円

保育士、放課後児童保育士、放課後児童
支援員等処遇改善事業 支援員等処遇改善事業 
追加　  追加　  1,916万円1,916万円

　令和3年度の退職予定
者数に合わせる

　農業用溜
ため

池調査にかかる
委託料（９池→１７池）

　（電気料増４，５００万円、燃料費増
147万円、施設管理運転業務委託料
増１４８万円）
エネルギー価
格高騰による

　市の要請に基づき施設
休館などを実施した指定
管理者への補償金

　生活保護の受給世帯数
の増加などによる

　（公立57万円、私立
1,749万円、放課後児童
支援員110万円）
保育士等の処遇改善を
実施する施設に対する臨
時特例交付金

第14号主な補正

補 正 額

補正後の予算額
　　　１１億５，８３１万円

５６３億４，０８７万円

天竜浜名湖鉄道地域鉄道対策事業天竜浜名湖鉄道地域鉄道対策事業
費費補助金補助金 増　　　   増　　　   1,187万円 1,187万円 
　新型コロナウイルス感染拡大防止の影響に
よる旅客収入減少等に対する補助金
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常任委員会委員長報告常任委員会委員長報告

環境産業委員会 委員長 藤原正光

電気料について 天竜浜名湖鉄道の状況に
ついて 下水管路建設費について

今後の対策として、市場連
動型と従量料金型のプラン
を混在させることができる
のか伺う。
電気料金が高い施設につい
ては、他社と比較し、切り替
えも視野に入れ検討していく
必要があると考えています。

管路建設費委託料の減額
理由について伺う。
管路工事の設計委託料
は入札差金によるもので、
建物補償調査委託料は、
調査対象宅の事前・事後
調査が不要となったこと等
の精算によるものです。

普通退職手当の増額が大きいが、
退職の理由として、次の道にステッ
プアップするためというケースはあ
るのか。
退職の理由は、自己都合が主であり、
家庭の事情や中には、次に向けたス
テップアップという方もいます。人事と
しては、定年まで働いてもらえるよう
な環境づくりをしていきたいと考えて
いますが、世間の流れとして、１つの
組織にとどまらず次にチャレンジして
いくという傾向もあり苦慮しています。

地域医療拡充支援診療所誘致
等補助金の減額理由は。
医師会と連携して誘致活動を
行う予定でしたが、新型コロ
ナの対応に追われ、進めるこ
とができませんでした。

天竜浜名湖鉄道の経営状況と
支援策について伺う。
現時点で1億 1,600万円の赤
字、1億 600万円の資本欠損、
6月には資金ショートする見込
みであり、単年度ごと資本欠損
状況を見ながら追加支援を検
討していきます。

マイナポイント申
込支援事業は具
体的にどんな内容
であるのか。
本庁と支所に支援
のためのブースや、
相談のためのコー
ルセンターを設置
し、スムーズなポ
イント取得のため、
支援していきたいと
考えています。

配食業者選定のプロ
ポーザルではどのよう
な改善があったのか。
複数事業者から選択で
きるようになり、利便
性が向上しました。

総務委員会 委員長 寺田幸弘

マイナポイント申込
支援事業について電気料について

かけがわ報徳パワー株式会社
から調達する場合と、他の電
気事業者から調達する場合の
電気料の違いはあるのか。
電気料設定の仕組みが異なり、
報徳パワーが電力市場の影響
を即座に受けるのに対して、他
の電気事業者の場合は、３～
４カ月遅れて反映されるので、
同時期に単価に反映されたと
仮定すると、燃料高騰の影響
金額は、ほぼ同じです。

人事管理費について

この補助金の対象となる施設と
職員の雇用形態について伺う。
施設に勤務するすべての職員が処
遇改善の対象となりますが、認可
外施設は対象外です。また、公立
の職員は、会計年度任用職員の
み対象となります。

文教厚生委員会 委員長 嶺岡慎悟
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令和３年度補正予算関係議案などを３つの常任委員会に付託し、令和３年度補正予算関係議案などを３つの常任委員会に付託し、
審査を行いました（質疑より抜粋）審査を行いました（質疑より抜粋）

保育士等処遇改善臨時特例
交付金について

配食サービス事業に
ついて 病院の誘致活動について
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産業・経済・シティプロモーション

●企業立地促進 4億1,840万円
●掛川茶リブランディング 　 2,000万円
●観光地ワーケーション受入環境整備促進
　 500万円
安心・安全・都市基盤

●海岸防災林強化 　6 億 3,490万円
●お達者半額タクシー実証実験 　400万円

協働・広域・行財政

●地区まちづくり協議会支援 　8,500万円
●自治区タブレット導入 　 1,062万円

令和４年度当初予算の概要
　市民や企業などの様々な挑戦を応援する「未来チャレンジ予算」と位置づけられた予算が提案、可
決されました。一般会計は前年度比 5％増の 509 億1,000万円。きとうこども園建設、企業誘致、
ワクチン接種などのコロナ対策、DXの推進などにより、過去最大の予算規模になりました。

歳
出
予
算
構
成
比（
一
般
会
計
：
目
的
別
）

令和4年度一般会計補正予算（第1号）の概要

区　 分 令 和 4 年 度 令 和 3 年 度 増 　 減
総 額 864億　765万円 828億9,226万円 35億1,539万円
一 般 会 計 509億1,000万円 484億8,000万円 24億3,000万円
特 別 会 計 251億8,025万円 243億8,218万円  7億9,807万円
企 業 会 計 103億1,740万円 100億3,008万円 2億8,732万円

＊特別会計（国民健康保険、後期高齢者医療保険、介護保険、掛川駅周辺施設管理、5財産区など）
＊企業会計（水道、下水道など）

新たな廃棄物処理施設整備に関する検討を行うため、検討委員会委員報償費等及び調査委託料を追加

509億2,054万円1,054万円 補正後の予算額補正額

未来チャレンジ枠の新規事業（抜粋）

「未来チャレンジ枠」を創設し、各課からの提案に
よる新規15事業（3,489万円）を実施します。

◎アニメ「シュート！」を活用したまちおこし  500万円
◎街なか空き店舗活用（チャレンジベースなかまち） 348万円
◎道路等損傷通報システム  66万円
◎掛川市防災航空隊（高校生ドローン隊） 202 万円
◎Web会議システム導入（市議会）     193  万円

注
目
事
業

主
な
事
業

教育・文化

●部活動地域展開推進  785万円
●掛川城天守閣等改修 2億 9,859万円

健康・子育て・福祉

●きとうこども園施設整備 　11億 5,182万円
●ひきこもり支援 　 378万円

環 境

●公共施設太陽光発電導入ポテンシャル調査
  1,000 万円
●公用車への電気自動車導入  126万円

DX 推進
●「家庭の避難計画」作成デジタル化　
      386万円
●小中学校授業支援ソフト導入 2,464万円

ポストコロナ対応
●新型コロナウイルスワクチン接種対策      

3 億 9,106 万円

●高齢者ワクチン接種移動支援（タクシー
運賃助成） 　330万円

歳出予算構成比（一般会計：目的別）

民生費
33.4％
民生費
33.4％

教育費
11.6％
教育費
11.6％

公債費
10.3％
公債費
10.3％

衛生費
10.5％
衛生費
10.5％ 総務費

11.6％
総務費
11.6％

農林水産業費 2.7%農林水産業費 2.7%

消防費 3%消防費 3%
労働費
3％

労働費
3％
土木費
10％
土木費
10％

商工費
 2.9％
商工費
 2.9％ その他 1%その他 1%

令和４年２月定例会 かけがわ 市議会だより 8



誰一人取り残さない、
人に優しいデジタル化
推進の観点で、市民
向けに講座を開くな
ど、予算化されている
ものはあるのか。
市民向けに、デジタル
化についての講座を開
催していく予定です。

総務委員会 委員長 寺田幸弘

ＤＸ推進計画推進費
について

庁舎管理費の電気料の
契約について 学校再編の所管について

市として電気料の契約を
全体で一括契約すること
ができれば、少しは安く
抑えることができるので
はないか。
市役所として一本化すれ
ば大口契約となるので、
大口割引の可能性を探り、
検討していきたいと考えて
います。

公共施設マネジメント推進事業のうち、
学校再編の所管について、教育委員会で
はなく、令和 4年度組織される資産経営
課で行うのか。
所管は資産経営課が中心となって進め
ていきます。一番の方針は、子どもた
ちにとって、最適な状況を提供すること
であり、この点を主眼において、市長
部局と教育委員会で協力していきたい
と考えています。

QQQ

AAA

QQQ

AAA

QQQ

AAA

食材の高騰に対する対応策を
どのように考えているのか。
加工賃のかからないパン等、
安価な食材に変更するなど、
工夫しながら対応しています。

今後、学校再編をどのように
進めようとしているのか。
教育委員会では、今まで通り、
学園をベースに学校の再編等
については進めていきたいと
考えています。

ひきこもり支援事業対象者
について伺う。
若い方を重点に、女性の方
や発達障がいの方など特定
の方を対象とした日を設け
ることも考えています。

ひきこもり支援事業に
ついて 学校再編計画について 給食材料費について

QQQ QQQ QQQ

AAA AAA AAA

文教厚生委員会 委員長 嶺岡慎悟

掛川茶リブランディングプロジェ
クトの事業内容を伺う。
お茶と暮らしウエブサイトの更新、
SNS の運用、コンテンツ、印刷
物やPR関係グッズの作成、ブラ
ンド事業、販路拡大のための拠点
開発調査、オリジナル商品の開発、
ほのぼのパスパネル設置等を行う
予定です。

河川愛護団体謝礼の増額
理由を伺う。
自治会の負担軽減と持続
的に活動してもらうため、
担い手を増やすことや、ど
うしたら愛護に繋がるかを
考慮したためです。

お達者半額タクシー実証
実験事業と福祉課のタク
シー助成との併用は可能
か伺う。
可能であり、今後、公共
交通の拡充と福祉施策の
充実について検証してい
きます。

掛川茶消費拡大事業について 公共交通の拡充と福祉
施策の充実について

河川愛護活動の
持続について

QQQQQQQQQ

AAA

AAA

AAA

環境産業委員会 委員長 藤原正光

常任常任委委員会委員長報告員会委員長報告
令和４年度予算関係議案などを、３つの常任委員会に付託し、令和４年度予算関係議案などを、３つの常任委員会に付託し、
審査を行いました（質疑より抜粋）審査を行いました（質疑より抜粋）

令和４年２月定例会かけがわ 市議会だより9



愛
護
活
動
に
頼
っ
て
い
る
地
域
の

草
刈
り
作
業
を
持
続
可
能
な
体
制

と
す
る
に
は

地
域
の
草
刈
り
を
行
う
「
有
償
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
を
地
区
内
で
養
成
す

る
」、
減
少
傾
向
に
あ
る
「
シ
ル
バ
ー
人

材
を
育
成
・
支
援
す
る
」、
全
市
的
に
活

動
を
行
う
「
草
刈
り
応
援
隊
を
行
政
主

導
で
立
ち
上
げ
支
援
し
、
市
民
活
動
団

体
と
し
て
育
成
す
る
」
こ
と
も
有
効
な

手
法
と
考
え
る
が
見
解
を
伺
う
。

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に
必
要
な

支
援
策
を
研
究
す
る

「
か
け
が
わ
リ
バ
ー
・
ロ
ー
ド
サ

ポ
ー
タ
ー
制
度
」
の
登
録
団
体

に
は
、
活
動
時
に
使
用
す
る
物
品
の
提

供
を
行
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
河
川
愛

護
実
施
団
体
に
は
、
謝
礼
を
お
支
払
い

し
て
い
ま
す
。
両
制
度
を
広
く
案
内
し
、

団
体
の
増
加
、
活
動
の
定
着
や
活
性
化

が
図
ら
れ
る
よ
う
支
援
策
に
つ
い
て
研
究

し
て
い
き
ま
す
。
ま
た
、
シ
ル
バ
ー
人
材

セ
ン
タ
ー
会
員
数
は
減
少
傾
向
で
す
が
、

今
後
も
業
務
が
継
続
で
き
る
よ
う
支
援

し
て
い
き
ま
す
。

持
続
可
能
な
自
治
区
・
地
区
組
織

の
在
り
方
は

多
く
の
住
民
が
負
担
な
く
参
画

す
る
持
続
可
能
な
ま
ち
づ
く
り
が

で
き
る
よ
う
、
市
が
あ
る
べ
き
自
治
区
・

地
区
組
織
の
先
行
事
例
を
示
す
べ
き
と

考
え
る
が
、
見
解
を
伺
う
。

組
織
等
の
見
直
し
に
取
り
組
む

地
区
の
実
例
を
示
し
て
い
く

現
在
、
複
数
の
地
区
に
お
い
て
、

組
織
等
の
見
直
し
が
進
ん
で
い

る
た
め
、
地
区
同
士
で
の
情
報
共
有
や

意
見
交
換
の
場
を
設
け
る
等
、
先
行

し
て
取
り
組
む
地
区
の
実
例
を
示
し
、

水
平
展
開
を
図
り
ま
す
。
ま
た
、
事

業
目
的
等
の
見
直
し
、
デ
ジ
タ
ル
を

活
用
し
た
取
り
組
み
の
推
進
な
ど
を

地
区
と
と
も
に
検
討
し
て
い
き
ま
す
。

ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
へ
の
支
援
策
を

ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
を
支
援
す
る

こ
と
と
同
時
に
、
子
ど
も
た
ち
が

ヤ
ン
グ
ケ
ア

ラ
ー
に
な
ら

な
い
よ
う
、

未
然
に
防
ぐ

社
会
づ
く
り

が
必
要
で
あ

る
と
考
え
る

が
見
解
を
伺

う
。ヤ

ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
の
早
期
発
見
、

早
期
支
援
の
推
進
に
努
め
る

ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
は
、
早
期
発

見
、
早
期
支
援
、
周
知
・
啓
発

が
必
要
で
す
。
そ
の
よ
う
な
状
況
に

あ
る
子
ど
も
を
把
握
し
た
場
合
、
こ

ど
も
家
庭
総
合
支
援
室
は
、
学
校
教

育
課
や
学
校
と
連
携
し
ケ
ー
ス
会
議

等
を
行
い
、
必
要
な
制
度
や
支
援
に

つ
な
げ
て
い
き
ま
す
。
昨
年
、
県
が

実
施
し
た
調
査
の
分
析
結
果
を
待
ち
、

実
態
お
よ
び
課
題
の
把
握
と
と
も
に
、

関
係
機
関
が
よ
り
一
層
の
連
携
を
図

り
、
早
期
発
見
、
早
期
支
援
、
周
知
・

啓
発
の
強
化
に
努
め
ま
す
。

オ
ル
タ
ナ
テ
ィ
ブ
ス
ク
ー
ル
の

検
討
を多

様
な
教
育
が
で
き
る
ま
ち
と
し

て
、
子
育
て
世
代
か
ら
も
選
ば
れ

る
市
で
あ
る
た
め
、
フ
リ
ー
ス
ク
ー
ル

な
ど
の
オ
ル
タ
ナ
テ
ィ
ブ
ス
ク
ー
ル（
※

１
）
の
検
討
を
進
め
る
べ
き
と
考
え
る

が
い
か
が
か
。

多
様
な
教
育
の
場
を
提
供
す
る

た
め
の
支
援
を
検
討
し
て
い
く

オ
ル
タ
ナ
テ
ィ
ブ
ス
ク
ー
ル

は
、
日
本
国
籍
を
有
す
る
学
齢

児
童
生
徒
を
就
学
さ
せ
て
も
、
就
学

義
務
を
履
行
し
た
こ
と
に
な
り
ま
せ

ん
。
し
か
し
、
児
童
生
徒
の
た
め
に
、

多
様
な
教
育
の
場
を
提
供
す
る
こ
と

は
大
切
で
す
。
誰
ひ
と
り
取
り
残
さ

な
い
た
め
に
も
、
ど
の
よ
う
な
支
援

が
必
要
か
検
討
し
て
い
き
ま
す
。

※
１
公
の
教
育
と
は
異
な
る
独
自
の
教
育
理
念
・

方
針
に
よ
り
運
営
さ
れ
る
学
校
の
総
称

Q

Q

Q

Q

A

A

A

共
に
創
る
掛
川

富
田
ま
ゆ
み

新
し
い
風

藤
澤
恭
子

河川の草刈りをする
地元住民

A

QRコードをスマートフォンやタブレットで読み取ると、各議員の一般質問の動画が視聴できます。
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放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
に
６
年
生

ま
で
受
け
入
れ
る
考
え
は

市
内
38
か
所
あ
る
放
課
後
児
童

ク
ラ
ブ
は
、
場
所
に
よ
っ
て
利
用

で
き
る
学
年
が
違
う
。
フ
ル
タ
イ
ム
等

で
働
く
家
庭
で
は
、
子
ど
も
が
安
心
し

て
過
ご
せ
る
よ
う
に
、
６
年
生
ま
で
受

け
入
れ
る
考
え
は
あ
る
の
か
伺
う
。

定
員
超
過
の
解
消
を
優
先
し
、

受
け
入
れ
を
進
め
て
い
く

６
年
生
ま
で
受
け
入
れ
が
で
き

な
い
主
な
理
由
は
、
施
設
の
面

積
の
不
足
で
あ
り
、
３
年
生
や
４
年

生
で
ク
ラ
ブ
の
定
員
を
超
過
し
て
い

る
と
認
識
し
て
い
ま
す
。
定
員
超
過

の
解
消
を
優
先
し
、
解
消
後
に
６
年

生
の
受
け
入
れ
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

放
課
後
等
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
を
利
用

し
た
い
時
ど
う
す
れ
ば
い
い
の
か

障
が
い
の
あ
る
お
子
さ
ん
や
、発

達
に
特
性
の
あ
る
お
子
さ
ん
、支

援
が
必
要
な
お
子
さ
ん
が
放
課
後
等
デ

イ
サ
ー
ビ
ス
を
使
い

た
い
場
合
、ど
の
よ

う
な
流
れ
で
利
用
で

き
る
の
か
伺
う
。

掛
川
市
か
ら
受
給
者
証
が
発
行

さ
れ
、
利
用
開
始
と
な
る

事
業
所
見
学
後
、
福
祉
課
で
面

接
と
申
請
を
し
、「
障
害
児
支

援
利
用
計
画
」
を
障
害
児
相
談
支
援

事
業
所
ま
た
は
保
護
者
で
作
成
し
提

出
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。
福
祉
課
で

審
査
後
、
受
給
者
証
が
発
行
さ
れ
利

用
が
開
始
さ
れ
ま
す
。
対
象
は
学
校

に
通
う
、
支
援
が
必
要
な
お
子
さ
ん

で
あ
り
、
掛
川
市
で
は
特
別
支
援
学

校
、
特
別
支
援
学
級
、
通
級
指
導
教

室
に
通
っ
て
い
る
場
合
や
、
療
育
手

帳
な
ど
を
お
持
ち
の
場
合
に
サ
ー
ビ

ス
を
利
用
で
き
ま
す
。
そ
れ
ら
に
該

当
し
な
い
場
合
、
医
師
の
意
見
書
に

よ
り
、
サ
ー
ビ
ス
が
必
要
と
判
断
さ

れ
れ
ば
利
用
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

持
続
可
能
な
協
働
の
ま
ち
づ
く

り
と
は

「
自
治
会
と
ま
ち
づ
く
り
協
議
会

の
違
い
が
わ
か
ら
な
い
」
と
思
い

な
が
ら
も
、市
民
の
皆
様
に
は
日
々
手

探
り
で
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
の
た
め
に

ご
尽
力
い
た
だ
い
て
い
る
。
両
者
の
違

い
、
関
係
性
に
つ
い
て
見
解
を
伺
う
。

市
民
の
皆
様
へ
役
割
の
違
い
等

周
知
に
努
め
て
い
く

自
治
会
は
、
最
も
基
礎
的
な
地

縁
に
よ
る
組
織
で
、
住
民
相
互

の
親
睦
や
区
域
内
の
生
活
環
境
を
保

全
す
る
な
ど
の
活
動
を
し
て
い
ま
す
。

一
方
、
地
区
ま
ち
づ
く
り
協
議
会
は
、

概
ね
小
学
校
区
を
範
囲
と
し
て
、
自

治
会
だ
け
で
は
対
処
が
難
し
い
課
題

の
解
決
に
向
け
て
取
り
組
む
な
ど
自

治
基
本
条
例
の
理
念
で
あ
る
「
市
民

主
体
に
よ
る
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
」

を
具
体
的
に
進
め
る
た
め
の
組
織
で

す
。
市
民
の
皆
様
へ
役
割
の
違
い
等

周
知
に
努
め
て
い
き
ま
す
。

誰
一
人
取
り
残
さ
れ
な
い
た
め

の
情
報
発
信
と
は

福
祉
に
関
す
る
行
政
サ
ー
ビ
ス
は

市
民
自
ら
が
手
続
き
を
す
る
こ
と

に
よ
っ
て
享
受
で
き
る
。
出
生
か
ら
死

亡
ま
で
各
世
代
で
ど
の
よ
う
な
手
続
き

が
生
じ
る
か
、
中
学
生
で
も
わ
か
る
サ

イ
ト
が
必
要
と
考
え
る
が
見
解
を
伺
う
。

全
て
の
人
が
利
用
し
や
す
い
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
を
目
指
し
て
い
く

掛
川
市
公
式
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

は
、
す
べ
て
の
人
が
確
実
に
情

報
を
取
得
で
き
る
こ
と
、
知
り
た
い

情
報
に
容
易
に
到
達
で
き
る
こ
と
に

配
慮
す
る
よ
う
、
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
の

も
と
運
用
し
て
い
ま
す
。
ト
ッ
プ
ペ
ー

ジ
に
「
目
的
別
ガ
イ
ド
」
を
設
け
、

ラ
イ
フ
イ
ベ
ン
ト
ご
と
に
手
続
き
を

集
約
し
て
い
ま
す
。
今
後
も
、
利
用

し
や
す
い
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
目
指
し

て
い
き
ま
す
。

QA

A

Q

Q

A

A

創
世
会

石
川
紀
子

創
世
会

鷲
山
記
世

Q

QRコードをスマートフォンやタブレットで読み取ると、各議員の一般質問の動画が視聴できます。
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市
民
要
望
の
高
い
補
聴
器
の
助
成

制
度
の
創
設
を
早
急
に

先
の
議
会
に
請
願
署
名
も
提
出
さ

れ
た
補
聴
器
購
入
助
成
制
度
は
、

県
内
で
も
広
が
っ
て
い
る
。
聞
こ
え
に
関

す
る
調
査
等
を
行
な
っ
た
上
、
早
急
に

制
度
創
設
の
検
討
を
す
べ
き
と
考
え
る

が
見
解
を
伺
う
。

実
態
調
査
や
他
市
の
導
入
状
況
を

踏
ま
え
創
設
を
検
討
し
て
い
く

昨
年
、
市
民
団
体
の
皆
様
と
意

見
交
換
の
場
を
設
け
る
と
と
も

に
、
高
齢
者
に
対
し
、
聞
こ
え
に
つ
い
て

の
予
備
調
査
を
実
施
し
ま
し
た
。
今
後
、

よ
り
多
く
の
市
民
に
対
し
て
状
況
把
握

を
行
い
ま
す
。
高
齢
者
実
態
把
握
調
査

の
中
で
も
、「
聞
こ
え
」
に
関
す
る
ア
ン

ケ
ー
ト
を
実
施
し
ま
す
。
そ
れ
ら
の
結

果
を
も
と
に
、
す
で
に
実
施
し
て
い
る

市
町
等
の
導
入
状
況
を
踏
ま
え
、
補
聴

器
の
購
入
助
成
制
度
創
設
を
検
討
し
て

い
き
ま
す
。

木
育
を
取
り
入
れ
た
子
育
て

施
設
整
備
を

駅
前
西
街
区
は
民
間
へ
の
売
却

時
、
子
ど
も
館
の
計
画
が
あ
り
市

民
は
期
待
し
て
い
た
。
コ
ロ
ナ
の
影
響
も

あ
り
子
育
て
関
連
施
設
計
画
は
縮
小
さ

れ
て
い
る
。
木
育
を
取
り
入
れ
た
子
育

て
施
設
を
整
備

し
、
駅
前
活
性

化
と
子
育
て
支

援
の
相
乗
効
果

が
図
れ
な
い
か

伺
う
。

子
育
て
世
代
の
要
望
や
意
見
を
事

業
者
に
伝
え
、
協
力
し
て
い
く

駅
前
に
民
間
活
力
に
よ
る
子
育

て
関
連
施
設
が
整
備
さ
れ
る
と

伺
っ
て
い
ま
す
の
で
、
子
育
て
世
代
か

ら
の
要
望
や
意
見
を
事
業
者
に
も
伝

え
、
相
互
に
協
力
し
て
い
き
ま
す
。
木

育
に
つ
い
て
は
、
子
ど
も
が
木
に
親
し

む
良
い
機
会
と
考
え
ま
す
の
で
、
子
育

て
支
援
拠
点
等
に
取
り
入
れ
る
こ
と

が
で
き
る
か
研
究
し
て
い
き
ま
す
。

【
そ
の
他
の
質
問
事
項
】

・
市
民
に
利
活
用
さ
れ
る
22
世
紀
の
丘

公
園
の
在
り
方
に
つ
い
て

「
私
の
健
康
人
生
設
計
ノ
ー
ト
」

市
民
の
利
活
用
へ
の
広
報
啓
発
は

超
高
齢
社
会
に
お
け
る
尊
厳
あ
る

終
末
医
療
の
在
り
方
な
ど
に
活
か

し
て
い
く
た
め
に
、
ノ
ー
ト
の
利
活
用

状
況
や
効
果
を
検
証

す
る
必
要
も
あ
る
。

今
後
の
市
民
へ
の
普

及
や
利
活
用
に
つ
い

て
伺
う
。

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
見
直
し
や
市
公

式
ラ
イ
ン
で
情
報
発
信
を
し
た

本
年
度
は
世
代
を
超
え
た
Ｐ
Ｒ
を

図
る
た
め
、
配
布
場
所
や
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
内
容
を
見
直
し
た
ほ
か
、
市
公

式
ラ
イ
ン
で
情
報
発
信
し
ま
し
た
。
自
身

の
健
康
・
医
療
の
こ
と
や
終
末
期
の
過
ご

し
方
な
ど
が
、こ
の
ノ
ー
ト
を
介
す
る
こ

と
で
早
い
段
階
か
ら
家
族
な
ど
と
共
有
し

や
す
く
な
り
ま
す
。
今
後
は
、「
ア
ド
バ

ン
ス
・
ケ
ア
・
プ
ラ
ン
ニ
ン
グ
※
１
」
や
、

「
エ
ン
ド
・
オ
ブ
・
ラ
イ
フ
・
ケ
ア
※
２
」

な
ど
の
取
り
組
み
と
連
携
を
深
め
、
活

用
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

※
１
人
生
の
最
終
段
階
の
医
療
・
ケ
ア
に
つ
い

て
、
本
人
が
家
族
等
や
医
療
・
ケ
ア
チ
ー

ム
と
事
前
に
繰
り
返
し
話
し
合
う
こ
と

※
２
年
齢
や
健
康
状
態
、
診
断
名
を
問
わ
ず
、
最

期
ま
で
、
そ
の
人
ら
し
く
生
き
る
こ
と
が

で
き
る
よ
う
に
支
援
す
る
ケ
ア

22
世
紀
の
丘
公
園
内
に
乳
幼
児

等
の
水
遊
び
場
所
の
創
設
は

水
遊
び
を
通
し
て
五
感
が
刺
激
さ

れ
、
バ
ラ
ン
ス
感
覚
や
身
体
能
力

が
養
わ
れ
、
水
の
面
白
さ
や
怖
さ
を
体

験
的
に
学
べ
る
な
ど
、
効
果
が
期
待
で

き
る
乳
幼
児
等
の
水
遊
び
の
場
所
の
整

備
に
つ
い
て
伺
う
。

現
在
の
と
こ
ろ
水
遊
び
場
の
整
備

は
考
え
て
い
な
い

乳
幼
児
等
の
水
遊
び
体
験
の
場

に
つ
い
て
、
現
在
の
と
こ
ろ
、

２２
世
紀
の
丘
公
園
へ
の
整
備
は
考
え

て
い
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
期
間
限
定

で
仮
設
の
プ
ー
ル
を
設
置
し
て
い
る

事
例
も
あ
り
ま
す
の
で
、
指
定
管
理

者
と
連
携
し
、
安
全
面
も
考
慮
し
な

が
ら
乳
幼
児
用
の
水
遊
び
場
に
つ
い

て
も
実
施
の
可
能
性
を
研
究
し
て
い

き
ま
す
。
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公
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赤ちゃん木育広場
（ホームページより）
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市
が
支
払
う
電
気
料
金
が
大
幅

増
額
と
な
っ
た
原
因
は

令
和
３
年
度
当
初
か
ら
市
が
電
気

を
購
入
し
て
い
る
か
け
が
わ
報
徳

パ
ワ
ー(

株)

は
、
自
前
電
源
が
全
く
な

い
上
、
市
場
連
動
型

の
料
金
体
系
し
か
な

い
。
一
旦
、
市
の
施

設
全
て
の
電
気
の
契

約
先
を
以
前
の
供
給

者
等
に
変
更
す
べ
き

で
は
な
い
か
。

一
部
の
施
設
は
契
約
先
の
見
直
し

を
検
討
す
る

中
長
期
的
な
視
野
に
立
ち
、
脱

炭
素
や
エ
ネ
ル
ギ
ー
地
産
地
消

に
向
け
た
取
り
組
み
を
行
っ
て
い
く

必
要
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
全
て
の
施

設
で
契
約
を
解
除
す
る
こ
と
は
考
え

て
い
ま
せ
ん
。
し
か
し
な
が
ら
、
現

状
の
電
力
市
場
価
格
高
騰
に
よ
る
影

響
は
大
き
い
も
の
で
あ
る
と
認
識
し

て
い
ま
す
の
で
、
一
部
の
施
設
に
つ

い
て
は
契
約
先
の
見
直
し
を
検
討
し

て
い
き
ま
す
。

来
年
の
大
河
ド
ラ
マ
を
見
据
え

た
取
り
組
み
は

高
天
神
城
跡
や
「
六
砦
」
に
つ
い

て
、
現
状
を
見
れ
ば
、
外
向
け
の

Ｐ
Ｒ
よ
り
も
、
ま
ず
は
通
路
や
道
標
な

ど
最
低
限
の
整
備
を
行
い
、
眺
望
の
確

保
や
説
明
板
の
設
置
な
ど
行
う
べ
き
で

は
な
い
か
。

高
天
神
城
の
説
明
看
板
の
設
置

な
ど
を
計
画
し
て
い
る

Ｎ
Ｈ
Ｋ
大
河
ド
ラ
マ
の
放
映
に

あ
わ
せ
、
ま
ず
は
史
跡
で
あ

る
高
天
神
城
の
説
明
看
板
の
設
置
や
、

パ
ン
フ
レ
ッ
ト
の
作
成
を
計
画
し
て

お
り
、
そ
の
中
で
六
砦
に
つ
い
て
も

紹
介
し
て
い
く
方
向
で
進
め
て
い
き

ま
す
。
な
お
、
中
村
砦
に
つ
い
て
は
、

眺
望
の
確
保
が
で
き
る
よ
う
保
全
会

と
協
力
し
、
現
地
の
整
備
を
検
討
し

て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

【
そ
の
他
の
質
問
事
項
】

・
副
市
長
二
人
体
制
の
も
と
に
お
け
る

「
戦
略
監
」
の
位
置
づ
け
に
つ
い
て

特
定
健
診
受
診
率
向
上
の
た
め

の
具
体
策
は

市
総
合
計
画
で
は
、
特
定
健
診

受
診
率
の
目
標
を
令
和
７
年
度

60
％
と
し
て
い
る
。
こ
の
目
標
を
達
成

す
る
た
め
に
、
ど
の
よ
う
な
具
体
策
を

講
じ
る
の
か
伺
う
。

受
診
率
向
上
の
た
め
５
つ
の
取

り
組
み
を
行
っ
て
い
る

受
診
率
向
上
へ
の
具
体
的
な
対

策
と
し
て
は
、
５
つ
の
取
り

組
み
を
行
っ
て
い
ま
す
。
１
つ
目
は
、

受
診
券
を
対
象
者
全
員
に
送
付
。
２

つ
目
は
、
行
動
分
析
し
た
結
果
を
用

い
て
ナ
ッ
ジ
理
論
を
活
用
し
た
未
受

診
勧
奨
通
知
を
定
期
的
に
送
付
。
３

つ
目
は
、
が
ん
検
診
と
セ
ッ
ト
に
し

た
受
診
し
や
す
い
環
境
づ
く
り
。
４

つ
目
は
、
節
目
年
齢
受
診
者
の
健
診

費
用
無
料
化
。
５
つ
目
は
、
か
か
り

つ
け
医
へ
の
定
期
受
診
者
や
職
場
健

診
を
受
け
て
い
る
方
に
は
検
査
結
果

の
情
報
提
供
を
依
頼
し
た
こ
と
で
す
。

魅
力
あ
る
図
書
館
に
す
る
た
め
に

市
の
予
算
に
お
け
る
過
去
５
年
間

の
図
書
購
入
費
の
推
移
を
見
る

と
、
年
々
減
少
し
て
い
る
。
学
び
の
主

要
な
拠
点
と
し
て
の
魅
力
を
維
持
す
る

た
め
に
は
、
図
書
購
入
費
を
増
や
し
て

い
く
こ
と
が
大
切
だ
と
考
え
る
が
、
見

解
を
伺
う
。

限
ら
れ
た
予
算
を
有
効
活
用
し

て
い
く図

書
館
で
は
、
掛
川
市
が
進
め

る
Ｄ
Ｘ
の
一
環
と
し
て
、
紙
媒

体
の
図
書
と
電
子
図
書
を
お
互
い
に

補
完
す
る
も
の
と
位
置
づ
け
、
資
料

の
購
入
を
進
め
て
い
ま
す
。
今
後
も

限
ら
れ
た
図
書
購
入
費
を
有
効
に
活

用
し
、
市
民
に
と
っ
て
魅
力
あ
る
図

書
館
に
な
る
よ
う
、
要
望
を
で
き
る

だ
け
取
り
入
れ
た
蔵
書
構
成
に
努
め

て
い
き
ま
す
。
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予　　　算
令和３年度掛川市国民健康保険特別会計補正予算（第
４号）について
令和３年度掛川市後期高齢者医療保険特別会計補正
予算（第３号）について
令和３年度掛川市公共用地取得特別会計補正予算（第
１号）について
令和３年度掛川駅周辺施設管理特別会計補正予算（第
１号）について
令和３年度大坂・土方工業用地整備事業特別会計補正
予算（第２号）について
令和３年度東山財産区特別会計補正予算（第１号）に
ついて
令和３年度掛川市公共下水道事業会計補正予算（第３
号）について
令和３年度掛川市農業集落排水事業会計補正予算（第
３号）について

ご
み
処
理
施
設
建
設
の
議
論
に
は

市
民
の
声
を
反
映
さ
せ
る
べ
き

新
設
す
る
ご
み
処
理
施
設
の
整
備

方
針
に
つ
い
て
、
広
範
な
議
論
を

保
証
し
、
市
民
の
意
見
が
反
映
さ
れ
る

よ
う
検
討
委
員
会
で
の
議
論
を
開
示
し

て
い
く
の
か
伺
う
。

検
討
委
員
会
は
公
開
で
行
い
、

市
民
対
話
集
会
で
報
告
す
る

検
討
委
員
会
は
公
開
で
開
催
し

ま
す
。
検
討
経
過
に
つ
い
て
は
、

適
切
な
時
期
に
、
市
民
対
話
集
会
で
報

告
す
る
と
と
も
に
、
議
会
に
も
報
告
し

て
い
き
ま
す
。

デ
ジ
タ
ル
技
術
を
活
用
し
た

新
し
い
交
通
計
画
の
検
討
を

将
来
の
自
動
運
転
実
用
化
な
ど

を
見
据
え
、
現
在
の
路
線
バ
ス

や
デ
マ
ン
ド
タ
ク
シ
ー
に
と
ら
わ
れ
な

い
、
全
く
新
し
い
都
市
政
策
と
し
て
の

交
通
計
画
を
検
討
す
べ
き
と
考
え
る
が

見
解
を
伺
う
。

公
共
交
通
の
在
り
方
に
つ
い
て

研
究
を
進
め
る

自
動
運
転
シ
ス
テ
ム
や
Ａ
Ｉ
の

活
用
は
、
高
齢
者
や
学
生
を
は

じ
め
、
利
用
者
の
利
便
性
向
上
を
図

る
上
で
、
大
変
、
有
意
義
で
あ
る
と
認

識
し
て
お
り
、
近
い
将
来
、
現
実
と
な

る
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

今
後
、
Ｍ
ａ
ａ
Ｓ
（
※
１
）
等
の
新

た
な
モ
ビ
リ
テ
ィ
ー
サ
ー
ビ
ス
や
自

動
運
転
な
ど
新
技
術
を
活
用
し
た
公

共
交
通
に
向
け
て
、
ス
ム
ー
ズ
に
移
行

で
き
る
よ
う
公
共
交
通
の
在
り
方
に

つ
い
て
、
研
究
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

【
そ
の
他
の
質
問
事
項
】

・
新
た
な
廃
棄
物
処
理
施
設
と
掛
川
市

の
施
策
と
の
整
合
性
に
つ
い
て

※
１
「M

obilty as a 
Service

」
の
略
。

　
　

従
来
の
交
通
手
段
・

サ
ー
ビ
ス
に
、
自
動

運
転
や
Ａ
Ｉ
な
ど

の
様
々
な
テ
ク
ノ

ロ
ジ
ー
を
掛
け
合

わ
せ
た
、
次
世
代
交

通
サ
ー
ビ
ス

2月定例会における審議結果一覧2月定例会における審議結果一覧2月定例会における審議結果一覧2月定例会における審議結果一覧2月定例会における審議結果一覧2月定例会における審議結果一覧

■全会一致で可決・同意

令和４年度掛川市公共用地取得特別会計予算について
令和４年度掛川駅周辺施設管理特別会計予算について
令和４年度大坂・土方工業用地整備事業特別会計予算
について
令和４年度上西郷財産区特別会計予算について
令和４年度桜木財産区特別会計予算について
令和４年度東山財産区特別会計予算について
令和４年度佐束財産区特別会計予算について
令和４年度倉真財産区特別会計予算について
令和４年度掛川市水道事業会計予算について
令和４年度掛川市簡易水道事業会計予算について
令和４年度掛川市公共下水道事業会計予算について
令和４年度掛川市農業集落排水事業会計予算について
令和４年度掛川市浄化槽市町村設置推進事業会計予算
について

「ロシア連邦によるウクライナ侵攻に断固抗議する決議」について

議　　　発
掛川市議会委員会条例の一部改正について
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日
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共
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党

議
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大
井
　
正

Q
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１
「
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条　　　例
掛川市職員の育児休業等に関する条例の一部改正について
掛川市特別職の職員で非常勤のものの報酬及び費用弁償
に関する条例の一部改正について
掛川市情報通信技術を活用した行政の推進に関する条例
の一部改正について
掛川市営住宅管理条例等の一部改正について

掛川市汚水処理施設条例の一部改正について

掛川市農業集落排水処理施設条例の一部改正について

掛川市立学校設置条例の一部改正について
掛川市学校給食共同調理場に関する条例の一部改正に
ついて
掛川市消防団条例の一部改正について

掛川市消防団員等公務災害補償条例の一部改正について

■賛否の分かれた議案 （賛成多数可決）　　 ○○賛成　×反対
創 世 会 新しい風 SKK＊ 共産＊ 共掛＊ 志＊
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令和４年度掛川市一般会計予算について ◯◯ ◯◯ ◯◯ ◯◯ ◯◯ ◯◯ ◯◯ ◯◯ ◯◯ ◯◯ ◯◯ ◯◯ ◯◯ ◯◯ ◯◯ × × ◯◯ ◯◯ ◯◯

令和４年度掛川市国民健康保険特別会計予算
について

◯◯ ◯◯ ◯◯ ◯◯ ◯◯ ◯◯ ◯◯ ◯◯ ◯◯ ◯◯ ◯◯ ◯◯ ◯◯ ◯◯ ◯◯ × × ◯◯ ◯◯ ◯◯

令和４年度掛川市後期高齢者医療保険特別
会計予算について ◯◯ ◯◯ ◯◯ ◯◯ ◯◯ ◯◯ ◯◯ ◯◯ ◯◯ ◯◯ ◯◯ ◯◯ ◯◯ ◯◯ ◯◯ × × ◯◯ ◯◯ ◯◯

令和４年度掛川市介護保険特別会計予算について ◯◯ ◯◯ ◯◯ ◯◯ ◯◯ ◯◯ ◯◯ ◯◯ ◯◯ ◯◯ ◯◯ ◯◯ ◯◯ ◯◯ ◯◯ × × ◯◯ ◯◯ ◯◯

掛川市上内田四区財産区議会設置条例の制定
について ◯◯ ◯◯ ◯◯ ◯◯ ◯◯ ◯◯ ◯◯ ◯◯ ◯◯ ◯◯ ◯◯ ◯◯ ◯◯ ◯◯ ◯◯ ◯◯ ◯◯ × ◯◯ ◯◯

掛川市南郷財産区議会設置条例の制定について ◯◯ ◯◯ ◯◯ ◯◯ ◯◯ ◯◯ ◯◯ ◯◯ ◯◯ ◯◯ ◯◯ ◯◯ ◯◯ ◯◯ ◯◯ ◯◯ ◯◯ × ◯◯ ◯◯

掛川市職員の給与に関する条例の一部改正
について ◯◯ ◯◯ ◯◯ ◯◯ ◯◯ ◯◯ ◯◯ ◯◯ ◯◯ ◯◯ ◯◯ ◯◯ ◯◯ ◯◯ ◯◯ × × × ◯◯ ◯◯

掛川市国民健康保険税条例の一部改正について ◯◯ ◯◯ ◯◯ ◯◯ ◯◯ ◯◯ ◯◯ ◯◯ ◯◯ ◯◯ ◯◯ ◯◯ ◯◯ ◯◯ ◯◯ × × ◯◯ ◯◯ ◯◯

令和３年度掛川市一般会計補正予算（第14
号）について ◯◯ ◯◯ ◯◯ ◯◯ ◯◯ ◯◯ ◯◯ ◯◯ ◯◯ ◯◯ ◯◯ ◯◯ ◯◯ ◯◯ ◯◯ × × ◯◯ ◯◯ ◯◯

令和３年度掛川市介護保険特別会計補正予算
（第３号）について ◯◯ ◯◯ ◯◯ ◯◯ ◯◯ ◯◯ ◯◯ ◯◯ ◯◯ ◯◯ ◯◯ ◯◯ ◯◯ ◯◯ ◯◯ × × ◯◯ ◯◯ ◯◯

令和３年度掛川市水道事業会計補正予算（第
２号）について ◯◯ ◯◯ ◯◯ ◯◯ ◯◯ ◯◯ ◯◯ ◯◯ ◯◯ ◯◯ ◯◯ ◯◯ ◯◯ ◯◯ ◯◯ × × ◯◯ ◯◯ ◯◯

令和３年度掛川市浄化槽市町村設置推進事業
会計補正予算（第２号）について ◯◯ ◯◯ ◯◯ ◯◯ ◯◯ ◯◯ ◯◯ ◯◯ ◯◯ ◯◯ ◯◯ ◯◯ ◯◯ ◯◯ ◯◯ × × ◯◯ ◯◯ ◯◯

第２次掛川市総合計画基本構想の改定について ◯◯ ◯◯ ◯◯ ◯◯ ◯◯ ◯◯ ◯◯ ◯◯ ◯◯ ◯◯ ◯◯ ◯◯ ◯◯ ◯◯ ◯◯ × × × ◯◯ ◯◯

令和４年度掛川市一般会計補正予算（第１号）
について ◯◯ ◯◯ ◯◯ ◯◯ ◯◯ ◯◯ ◯◯ ◯◯ ◯◯ ◯◯ ◯◯ ◯◯ ◯◯ ◯◯ ◯◯ × × ◯◯ ◯◯ ◯◯

議員名

議案名

掛川市東山財産区管理委員の選任について ７件
掛川市倉真財産区管理委員の選任について ７件

掛川市副市長の選任について
掛川市教育委員会委員の任命について
人権擁護委員の推薦につき意見を求めることについて ２件

人　　　事

＊議長（松本　均）は、採決には参加しません ＊SKK▶市民派・公明倶楽部　共産▶日本共産党議員団　共掛▶共に創る掛川　志▶志誠会

掛川市上内田四区財産区特別会計条例の制定について
掛川市上内田四区財産区運営基金条例の制定について
掛川市南郷財産区特別会計条例の制定について
掛川市南郷財産区運営基金条例の制定について
掛川市倉真財産区管理会条例の制定について
掛川市倉真財産区特別会計条例の制定について
掛川市倉真財産区運営基金条例の制定について
掛川市倉真財産区管理会の管理委員の報酬及び費用
弁償に関する条例の制定について
掛川市犯罪被害者等支援条例の制定について
掛川市佐束財産区管理会条例等の一部改正について
掛川市個人情報保護条例の一部改正について
掛川市職員の分限に関する条例の一部改正について
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